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子どもたちに大人気！新しいまちのキャラクター『たいみー』
くわしくは3ページをご覧ください。
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今月の主な内容

11
人の動き

人口 15,628人 （-43）

男 7,408人 （-15）

女 8,220人 （-28）

世帯数 6,485世帯 （-08）

10月１日現在　( ）内は前月比

（平成23年）（平成23年）
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広報

保
護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

地
域
社
会
の
福
祉
増
進
に
尽
力

高
柳

た
か
や
な
ぎ

義
光

ぎ

こ

う

（
松
阪
市
垣
鼻
町
）

保
護
司
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

地
域
社
会
の
福
祉
増
進
に
尽
力

加
藤

か

と

う

正
喜

ま

さ

き

（
村
山
）

区
長
お
よ
び
区
長
連
絡
協
議
会

会
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地

域
社
会
の
進
展
に
尽
力

●
町
民
活
動
賞

地
域
づ
く
り
等
の
活
動
を
通

し
て
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
功
績
が
あ
り
、
広
く

町
民
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行

っ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

小
山

こ

や

ま

充
み
つ
る

（
船
越
）

船
越
公
民
館
活
動
の
指
導
者
と

し
て
、
地
域
と
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
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り
の
発
展
に
尽
力

徳
田

と

く
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健
吉

け
ん
き
ち

（
五
ヶ
所
浦
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地
域
の
交
通
安
全
活
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に
精
励

さ
れ
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
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り
の
発
展
に
尽
力

田
曽
浦
自
主
防
災
隊

み
え
の
防
災
大
賞
奨
励
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
地
域
住
民
の
防
災

意
識
向
上
な
ど
に
尽
力

教
育
委
員
会
表
彰
（
敬
称
略
）

●
教
育
文
化
賞

学
術
・
芸
術
・
芸
能
等
の
分

野
に
お
い
て
、
優
れ
た
実
績
が

あ
り
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
し

た
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

白
髭

し
ら
ひ
げ

美
由
紀

み

ゆ

き

（
五
ヶ
所
浦
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三
重
県
展
優
秀
賞
を
受
賞

●
教
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ス
ポ
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ス
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た
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績
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振
興
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寄
与
し
た
個
人
・

チ
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体
に
贈
ら
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ま
す
。
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秀
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ー
ム

南
伊
勢
町
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ

第
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東
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亜
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瀬
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ぞ
ぐ
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慶
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（
切
原
）

第
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権
大
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長
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社
会
教
育
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と
し
て
地
域
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会
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教
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政
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進
展
に
尽
力

浅
井
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正
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し
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（
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文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し

て
文
化
財
の
保
護
に
尽
力

岸
井

き

し

い

明
あ
き
ら

（
宿
浦
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文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し

て
文
化
財
の
保
護
に
尽
力

幸
田

こ

う

だ

壽
ひ
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（
五
ヶ
所
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文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し

て
文
化
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の
保
護
に
尽
力

中
村

な
か
む
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英
孝

ひ
で
た
か

（
礫
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文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し

て
文
化
財
の
保
護
に
尽
力

村
田

む

ら
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喜
久
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き
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こ

（
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文
化
財
保
護
審
議
会
委
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と
し

て
文
化
財
の
保
護
に
尽
力

吉
永

よ
し
な
が

晨
志

し

ん
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（
宿
浦
）

漁
業
協
同
組
合
長
等
と
し
て
多
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南伊勢おんどが完成しました！南伊勢おんどが完成しました！

手
権
大
会
に
出
場

間
柄

ま

が

ら
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人

か

い

と
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古
和
浦
）

第
93
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
大
会
に
出
場

小
嶋

こ

じ

ま

耕
平

こ
う
へ
い

（
神
前
浦
）

第
22
回
東
海
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
　
個
人
戦
４
位
入
賞

濱
地

は

ま

じ

史
也

ふ

み

や

（
村
山
）

第
22
回
東
海
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
　
個
人
戦
４
位
入
賞

西
岡

に
し
お
か

裕
太

ゆ

う

た

（
切
原
）

第
42
回
県
中
学
生
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
　
55
キ
ロ
級
３
位

入
賞

稲
葉

い

な

ば

真
緒

ま

お

（
船
越
）

第
42
回
県
中
学
生
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
　
57
キ
ロ
級
３
位

入
賞

岩
崎

い
わ
さ
き

水
咲

み

さ

き

（
船
越
）

第
42
回
県
中
学
生
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
　
70
キ
ロ
級
３
位

入
賞

東あ
ず
ま

魁
輝

か

い

き

（
方
座
浦
）

東
海
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

大
会
　
４
０
０
ｍ
６
位
入
賞

西
本

に
し
も
と

奈
央

な

お

（
迫
間
浦
）

中
体
連
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
全

国
大
会
ベ
ス
ト
８

のべ708点の中から決定したまちのシンボルの

発表会が行われ、採用者の中から抽選された下記

の方に南伊勢ブランド特選詰め合わせセットが贈

られました。

●まちの花「桜」

柳生
やぎゅう

ひなたさん（古和浦）

●まちの木「みかんの木」

竹内
たけうち

えり子
こ

さん（贄浦）

●まちの魚「鯛」

木村
き む ら

勇斗
ゆ う と

さん（村山）

●まちのキャッチコピー

「おいしいまち南伊勢町」

磯崎
いそざき

理子
り こ

さん（古和浦）

●まちのキャラクター

・原画　山本
やまもと

侑香
ゆ う か

さん（東宮）

・愛称　湊川
みなとがわ

隼叶
しゅんと

さん（道方）

加えてこの日は、採

用者、町長、議長の手

により、ふれあいセン

ターなんとうの花壇に、

町のシンボル制定記念

に桜の木とみかんの木

の植樹が行われました。

まちのキャラクターの愛称は、ご応募いただ

いた中から「たいみー」に決定しました。完成

した着ぐるみは、この日集まった来場者の前で

披露されました。町民の皆さまに親しみを持っ

ていただきやすい、かわいらしいキャラクター

となりました。

町民表彰式に続いて、まちのキャラクターをはじめとするまちのシンボルの発表会が行われました。

合併5周年を記念し、南伊勢おんど実行委員会により

昨年から制作が行われてきた「南伊勢おんど」。まちの

シンボルの発表に続いて完成披露が行われました。

踊りは「南伊勢ふるさと民踊保存会」によって披露さ

れ、応募25作品の中から選ばれた歌詞と元気のよい曲に

のせた艶やかな踊りに、会場からは多くの拍手が沸き起

こっていました。

南伊勢おんどが完成しました！

あちのシンボルお披露目！ まちのシンボルお披露目！ まちのシンボルお披露目！ まちのシンボルお披露目！ 

まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
まちのキャラクター

★ たいみー ★
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９
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の
日
程
で
第
３

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
条
例

案
や
補
正
予
算
が
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案
】

●
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
条
例

町
民
に
医
療
、
介
護
及
び
保
健
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
、
設
置
条
例
が
必
要
な

た
め
。

●
南
伊
勢
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用
情
勢

に
対
応
し
て
税
制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定

に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
。

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
礫
浦
漁
港
（
相
賀
浦
地
区
）

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
排
水
処
理
施
設

（
土
木
・
建
築
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
礫
浦
漁
港
（
相
賀
浦
地
区
）

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
排
水
処
理
施
設

機
械
設
備
工
事

・
平
成
23
年
度
礫
浦
漁
港
（
相
賀
浦
地
区
）

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
排
水
処
理
施
設

電
気
設
備
工
事

●
平
成
23
年
度
補
正
予
算

･
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

２
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
常
任
委
員
会
付
託
議
案
】

●
平
成
22
年
度
決
算
認
定

・
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
病
院
事
業
会
計
決
算

・
上
水
道
事
業
会
計
決
算

【
同
　
意
】

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

湊
川

み
な
と
が
わ

美
鈴

み

す

ず

氏

（
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
）

【
報
　
告
】

●
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

●
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

【
議
会
か
ら
の
請
願
書
・
意
見
書
等
】

●
「
漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税
の

恒
久
的
な
課
税
免
除
」
を
求
め
る
意
見
書

●
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
存
続
と

全
額
国
負
担
」
を
求
め
る
請
願
書

●
「『
教
育
員
定
数
改
善
計
画
』
の
着
実
な
実

施
と
教
育
予
算
拡
充
」
を
求
め
る
請
願
書

●
「
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就
学
・
修
学
支
援

に
関
わ
る
制
度
の
拡
充
」
を
求
め
る
請
願
書

●
「
防
災
対
策
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た

総
合
的
な
学
校
安
全
対
策
の
充
実
」
を
求

め
る
請
願
書

●
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
存
続
と

全
額
国
負
担
」
を
求
め
る
意
見
書

●
「『
教
育
員
定
数
改
善
計
画
』
の
着
実
な
実

施
と
教
育
予
算
拡
充
」
を
求
め
る
意
見
書

●
「
保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就
学
・
修
学
支
援

に
関
わ
る
制
度
の
拡
充
」
を
求
め
る
意
見
書

●
「
防
災
対
策
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た

総
合
的
な
学
校
安
全
対
策
の
充
実
」
を
求

め
る
意
見
書

●
議
員
派
遣
の
件

●
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
件

●
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
に
付
託
中
の
委

員
会
中
間
報
告
の
件

■

第
３
回
定
例
会
■

ご注意ください！狩猟期間が一部変更になりました
今年度から狩猟期間が下記のようになりました。

●イノシシ・ニホンジカ 11月１日から翌年３月15日まで

※従来の狩猟期間より期間が延長されておりますので、期間中、山に入られる場合は充分にご注意

ください。

●その他の狩猟鳥獣 11月15日～翌年２月15日まで（従来どおり）

狩猟事故防止のために山へ入る際には、目立つ服装を心がけてください。

問い合わせ先 三重県環境森林部環境室　1059-224-2578

南
伊
勢
町
議
会

定
例
会
開
催
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平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について平成22年度決算に基づく健全化判断比率等について
問い合わせ先 行政経営課　10599-66-1366

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成22年度の健全化判断比率等を公表します。

健全化判断比率について
平成22年度決算に基づき健全化判断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれの指標についても早期健

全化基準を下回りました。
なお、各地方公共団体は、健全化判断比率により、「健全段階」「早期健全化段階」「財政再生段階」の３つ

の段階に区分され、早期健全化段階や財政再生段階になった場合には、それぞれのスキームに従って健全化を
図ることとなります。

※実質赤字額及び連結実質赤字額がないため実質赤字比率及び連結実質赤字比率はありません。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

南伊勢町

－

－

11.6

69.4

早期健全化基準

14.33

19.33

25.0

350.0

財政再生基準

20.00

35.00

35.00

実質赤字比率 町の人口や面積などに応じ標準的にかかるお金に対して、その年の一般会計決算により生じた実質収支

額（収入から支出を差し引いた額）がどの程度の割合になるかを示す指標です。収支決算が黒字の場合は「－」で表

示されます。

連結実質赤字比率 公営企業会計を含む全会計を対象とした実質収支額がどの程度の割合になるかを示す指標です。収

支決算が黒字の場合は「－」で表示されます。

実質公債費比率 町の税金や地方交付税など毎年決まって入ってくるお金（経常的な収入）に対して、借入金（町債）

の返済にあてた経費（公債費）がどの程度の割合になるかを示す指標です。一般会計、特別会計などすべての会計に

わたり計算され、借金返済の負担が多すぎないかチェックすることができます。チェックの目安として国が定めた基

準により「18％」以上になると新たな借入れ（地方債の発行）に際し段階的に制約を受けることになります。

将来負担比率 町の人口や面積などに応じ標準的にかかるお金に対して、借入金（町債）や債務負担（長期契約などに

より複数年にわたり支払の予定があるもの）などすべての負担額から積立金（基金）などを引いた金額がどの程度の

割合になるかを示す指標です。

早期健全化基準 健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合は、「早期健全化段階」となり、財政健全化計

画を定めなければなりません。財政健全化計画は、議会の議決を経て定め、速やかに公表するとともに、知事に報告

をしなければなりません。また、毎年度、その実施状況を議会に報告し、公表しなければなりません。

財政再生基準 健全化判断比率のいずれかが財政再生基準以上の場合には、「財政再生段階」となり、財政再生計画を定

めなければなりません。この財政再生計画も前述の財政健全化計画同様、議会の議決を経て定め、速やかに公表しな

ければなりません。また、この計画については、総務大臣との協議で同意を得られないと災害復旧事業等を除き、地

方債の発行が出来なくなります。また、毎年度、その実施状況を議会に報告し公表しなければなりません。

●
用
語
説
明
●

資金不足比率について
上下水道などの公営企業会計について、それぞれの実質収支額（収入から支出を差し引いた額）を料金収入

などの事業規模と比較して指標化します。「実質収支比率」「連結実質収支比率」と同様、収支決算が黒字であ
れば「－」で表示します。
平成22年度においては、下表のとおり、資金不足が生じていないため資金不足比率はありません。資金不足

比率が経営健全化基準（20％）以上となった場合には、経営健全化計画を定めなければなりません。

※資金不足額がないため資金不足比率はありません。

病 院 事 業 会 計

上 水 道 事 業 会 計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

戸別合併処理浄化槽事業特別会計

703,201

195,261

92,539

87,009

8,496

104,009

167,023

22,193

0

0

-

-

-

-

-

会 計 名 事業の規模（千円） 資金不足額・剰余額（千円） 資金不足比率（％）

（単位：％）
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て
は
、
税
務
課
へ
そ
の
旨
の
届
け

出
を
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、
家
屋

の
存
在
の
判
断
が
で
き
ず
に
固
定

資
産
税
を
誤
っ
て
課
税
す
る
原
因

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
家
屋
を
取

り
壊
し
た
場
合
に
は
必
ず
税
務
課

固
定
資
産
税
係
（
℡
０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
２
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
法
務
局
へ

滅
失
登
記
を
出
さ
れ
た
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
家
屋
に
係
る
そ
の
年
の

固
定
資
産
税
は
１
年
度
分
課
税
と

な
り
、
取
り
壊
し
た
月
ま
で
の
月

数
に
応
じ
て
税
金
を
お
返
し
す
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
）
に
存
在
す
る
家

屋
に
対
し
て
、
そ
の
年
の
４
月
以

降
か
ら
は
じ
ま
る
新
し
い
年
度
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
新
増
築
家
屋
の
調
査

を
法
務
局
の
不
動
産
登
記
申
請
な

ど
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

取
り
壊
し
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て

も
、
不
動
産
登
記
申
請
な
ど
を
確

認
し
た
う
え
で
翌
年
度
の
固
定
資

産
課
税
台
帳
か
ら
除
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
登
記
申
請
を
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
、
未
登
記
で
あ
る

場
合
の
家
屋
の
取
り
壊
し
に
つ
い

事業者の皆様へ　　個人住民税は特別徴収で納税を !

家
屋
（
住
宅
、
店
舗
、
倉
庫
な
ど
）
を

取
り
壊
し
た
と
き
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

役
場
税
務
課
で
は
、
臨
時
職
員
（
一
般
事
務
補
助
）
１
名
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

雇
用
期
間
は
、
平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日

ま
で
で
、
仕
事
の
内
容
と
し
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
入
力
作
業

な
ど
と
な
り
ま
す
。
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

し
て
行
い
ま
す
の
で
、
応
募
希
望
の
方
は
事
前
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
申
し
込
み
を
行
い
登
録
の
う
え
、
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
類
提
出
先

税
務
課
ま
た
は
総
合
窓
口
（
南
島
庁
舎
）

■
提
　
出
　
期
　
限

平
成
23
年
11
月
15
日
（
火
）
必
着

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
税
務
課
・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）

3

特別徴収の方法による納税のしくみ 

特別徴収税額の通知 

給与所得者 事業所 市町 

給与支払いの際、 
税額を徴収 

６月から翌年の５月まで 
毎月の給与支給日 

（５月31日まで） 
給与支払報告書の提出 
（１月31日まで） 

特別徴収税額の通知 
（５月中旬まで） 

税額の納入 

税額の計算 

（翌月10日まで） 

4

1
2

3

5

所得税は源泉徴収しているけれど、個人住民税は
特別徴収していないということはありませんか？
個人住民税の特別徴収は、事業者（給与支払者）

が、所得税の源泉徴収と同様に、住民税の納税義務
者である給与所得者に代わって、毎月従業員（給与
所得者）に支払う給与から住民税（市町民税＋県民
税）を徴収し、納入していただく制度です。
この制度は法令等により、事業者は、原則として
すべて特別徴収義務者として、住民税の特別徴収を
行っていただくこととされており、パート・アルバ
イトを含むすべての従業員の方から特別徴収をする
必要があります。
税金の計算は、１月末までに事業者の方から提出
いただいた給与支払報告書等に基づいて市町が行
い、従業員ごとの住民税額を通知しますので、その
税額を毎月の給与から天引きし、合計額を翌月の
10 日までに、金融機関を通じて市町に納めていた
だくことになります。

〈特別徴収のメリット〉
▼ 従業員の方は…
従業員の方が毎期ごと金融機関などの納入場所
へ出向く必要がなくなり、納税の手間が省けます。
また、毎月給与から天引きされますので、納め忘
れがなくなります。
普通徴収では年４回払いですが、特別徴収では、
12ヶ月に分割して毎月の給与から天引きされます
ので、納税者の１回あたりの負担が緩和されます。
▼ 事業所は…
通知書及び納付書はすべて印字されたものをお送

りしますので、事業所の方が作成する必要はありま
せん。また、所得税の源泉徴収のように個々の毎月
の収入や社会保険料などに応じて税額計算や年末調
整をする必要はありません。
※三重県と県内全市町では、平成26年度の完全移行
に向け、事業主の皆様に個人住民税の特別徴収を実
施していただくための準備を進めています。
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国民年金保険料は遅れずにきちんと納めましょう！

問い合わせ先

住民課（南勢庁舎）年金係　　10599-66-1116

伊勢年金事務所　国民年金課　10596-27-3604

国民年金は、老後やもしもの時にあなたの大きな支えとなります。保険料の納

め忘れが続くと老後に年金を受け取る事が出来なくなるばかりか、納付が遅れる

ことで障害年金や、遺族年金を受け取れない場合があります。もしもの時に後悔

することのないよう、保険料はきちんと納期内に納めましょう！

（納期は翌月末で、2年経過すると時効により納められなくなります。）

平成23年度国民年金保険料額（1か月）15,020円

国民年金保険料の納付が困難な時は・・
国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。納

付が困難だからといってそのままにせず、必ず役場の国民年金窓口で手続きを行

って下さい。

★保険料免除などが承認された期間（多段階免除承認期間において一部納付がな
い期間は除かれます。）は、老後に年金を受け取るための資格期間に含まれるだけ

でなく、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る資格期間にも含ま

れます。

また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前年

の所得に関係なく免除される特例もありますので、必ずご相談下さい。

納付が困難なときは 30歳未満の方は 学生の方は

保険料免除制度 若年者納付猶予制度 学生納付特例制度

経済的な理由などで、保

険料を納めることが困難

な時に利用できる制度で、

申請が承認されると保険

料納付の全額または一部

（4分の3、2分の1、4分

の1）が免除されます。

保険料免除は、本人と配

偶者、世帯主の前年所得

が一定額以下であれば承

認されます。

本人が30歳未満であると

きに限って利用できる制

度で、申請が承認される

と保険料の全額について

の納付が猶予されます。

納付猶予は本人と配偶者

の前年所得が一定額以下

であれば、世帯主の前年

所得にかかわらず承認さ

れます。

本人が学生である時に限

って利用できる制度で、

申請が承認されると保険

料の全額について納付が

猶予されます。学生納付

特例は、本人の前年の所

得が一定額以下であれば、

配偶者や世帯主の前年の

所得にかかわらず承認さ

れます。
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各
種
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

【
対
象
者
・
料
金
】

南
伊
勢
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
で
、
下
記
の
表
の
と
お
り
。

※
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
種
類

に
関
係
な
く
受
診
で
き
ま
す
。

【
実
施
医
療
機
関
】

町
内
の
医
療
機
関
（
要
予
約
）

※
75
歳
以
上
の
（
昭
和
12
年
３
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
）
方
お
よ
び

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
無

料
で
す
。

※
特
定
健
診
と
同
時
に
受
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
予
約
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課
（
健
康
増
進
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
４

広
報
み
な
み
い
せ
７
月
号
で
も
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
左
記

の
と
お
り
各
種
検
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
実
施
期
間
は
11
月
30
日
ま
で

で
す
の
で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

種　別 対　象 料　金

300円

大腸がん検診
無料

前立腺がん検診 400円

肝炎ウイルス検診 800円

20歳以上の（平成4年3月31日以前に生
まれた）方

40歳・45歳・50歳・55歳・60歳の無料
クーポン券対象者（※10月初旬に個別
通知しています。）

50歳以上の（昭和37年3月31日以前に
生まれた）男性

昭和6年4月1日から47年3月31日までの
間に生まれた方で過去に肝炎ウイルス検
診を受けたことがない方

対
象
者

平
成
23
年
度
中
に
接
種
を
さ
れ
た
方

で
、
接
種
を
受
け
た
日
に
お
い
て
、

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
方

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
南
伊
勢
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

助
成
額

２，

０
０
０
円

（
※
助
成
は
生
涯
１
回
の
み
で
す
。）

申
請
方
法

接
種
を
受
け
た
後
に
次
の
と
お
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

①
申
請
書

（
申
請
書
は
左
記
の
申
請
窓
口
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。）

②
印
鑑

③
領
収
書
（
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
代

と
分
か
る
も
の
）

④
被
接
種
者
名
義
の
預
金
通
帳
の
写

し
（
表
紙
を
１
枚
め
く
っ
た
ペ
ー

ジ
の
コ
ピ
ー
）

申
請
窓
口

①
福
祉
課
（
南
勢
庁
舎
）

②
総
合
窓
口
（
南
島
庁
舎
）

③
各
出
張
所

※
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、

個
人
の
健
康
管
理
の
目
的
で
行
わ
れ

る
も
の
で
す
の
で
、
接
種
は
、
主
治

医
と
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
健
康
増
進
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
４

65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します
65才以上の方に肺炎球菌ワクチン
接種の費用を助成します

（クーポン利用時）
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児
童
虐
待
・
女
性
に
対
す
る
暴
力

（
身
体
的
・
精
神
的
・
性
的
）
に

気
づ
い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！
　

緊
急
時
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

伊
勢
警
察
署

1
０
５
９
６-

２
０-

０
１
１
０

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
・

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
啓
発
期
間
で
す

◆
こ
こ
ろ
に
傷
を
負
い
な
が
ら
も
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
、
虐
待
被
害

児
童
や
Ｄ
Ｖ
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
地
域

全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●連絡先●

南伊勢町役場　福祉課　

1 0599-66-1114（8時30分～17時15分）

児童虐待

三重県南勢志摩児童相談所

1 0596-27-5143
（8時30分～17時15分）

女性に対する暴力

伊勢保健福祉事務所

1 0596-27-5304
（8時30分～17時15分）

古和浦区では、平成23年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成）

の採択を受け、祭り用具などの備品を購入しました。

この助成事業は、宝くじの普及、広報を目的に財団法人自治総

合センターが行っているものです。

■古和浦区（祭り備品等）
◆太鼓

・長胴太鼓

・お座敷太鼓

◆音響設備

・ポータブルワイヤレスアンプ

・ワイヤレスマイク

◆調理器具

・クッキングヒーター

・オーブンレンジ

◆コミュニティ掲示板

◆防犯灯

宝くじの助成金で祭り用具、
音響機器などを整備しました

宝くじの助成金で祭り用具、
音響機器などを整備しました

みえ次世代育成応援ネットワーク
キャラクター　みっぷる
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伊
勢
警
察
署
だ
よ
り

1
０
５
９
６-

２
０-

０
１
１
０

●
犯
罪
被
害
者
週
間

〜
11
月
25
日
か
ら

12
月
１
日
ま
で
〜

犯
罪
の
被
害
は
誰
の
身
に
も
降
り
か

か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
も

こ
の
機
会
に
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
が
お

か
れ
て
い
る
状
況
に
心
を
傾
け
、
自
分

た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
被
害
者
相
談
窓
口
】

公
益
社
団
法
人

み
え
犯
罪
被
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
５
９-

２
２
１-

７
８
３
０

月
〜
金
曜
日
　
10
時
か
ら
16
時
ま
で

●
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や
Ｄ
Ｖ
被
害
の

早
期
相
談
に
つ
い
て

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
家
族
に

大
き
な
不
安
を
与
え
る
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
や
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
呼
ば
れ
る
配
偶
者
な
ど

に
よ
る
暴
力
は
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
さ
ら
に
重
大
な
犯

罪
に
発
展
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
で
お
悩
み

の
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
早
い
段
階
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

■
伊
勢
警
察
署
ほ
か

最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所

■
三
重
県
警
本
部
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
室

1
０
５
９-

２
２
２-

０
１
１
０

■
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
５
９-

２
３
１-

５
６
０
０

■
伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
相
談
室
　
福
祉
課

1
０
５
９
６-

２
７-

５
３
０
４

●
着
用
し
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
を
守
る
夜
光
反
射
材

夜
間
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
歩
行

者
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

あ
な
た
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
に
明

る
い
服
装
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
「
夜

光
反
射
材
」
を
着
用
す
る
な
ど
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
交
通
安
全

”見
え
る
・
見
せ
る
“

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
は
車
の
ラ
イ
ト
を
上
向

き
に
す
る
こ
と
で
、
下
向
き
で
は
見
え

な
い
危
険
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
ま
め
な
ラ
イ
ト
の
切
り
替
え
で

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

と　き 11月13日（日）雨天決行
午前10時から午後4時頃まで（販売は9時30分から）

ところ 町民文化会館（五ヶ所浦）

主なイベント

○いとうあさこお笑いライブ

○スーパー小学生決定戦

○太鼓演奏（牛鬼太鼓・豊漁太鼓）

○お楽しみ抽選会

○餅・菓子まき

○社会福祉大会（表彰と作文披露）

○福祉・防災・健康コーナー

○特産品等販売　　　ほか

楽しいイベントをたくさん用意してお待ちしておりますので、

ご家族やお友だちとお誘い合わせのうえお越しください。

問い合わせ先

南伊勢町商工会　10599-66-0054（南勢事務所）／10596-76-0159（南島事務所）
南伊勢町社会福祉協議会　10599-66-1211（南勢支所）／10596-76-1500（南島支所）

わくドキ南伊勢 ＆　南伊勢町福祉ふれあい広場
共同開催のお知らせ

いとう　あさこ
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コヤマプレゼンツ　 
        ロビーコンサート 

　晩秋、11月のステージは、松阪シンフ

ォニックバンドのピックアップメンバー

による「ブラスアンサンブル鈴の森」の2

年ぶりのお目見えです。木管＆金管楽器

の輝かしい音色をお楽しみください。 

名作童話紙芝居開催のお知らせ 

ギャラリーみかんよりお知らせ 

　読書の秋です。新装の図書室で皆さん

のご来館をお待ちしています。 
 

11月20日（日）　10時30分から 

と　き　11月19日(土)13時30分から 

ところ　2階ロビー特設ステージ 

畑　宗夫　写真展 

『　南伊勢の表情　』 
 

11月19日（土）～12月4日（日） 

ＮＰＯ法人みなみいせ市民活動ネット（MICAN） 

〒516-0101 　三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3917　10599-67-1011

町民文化会館便り 町民文化会館便り 町民文化会館便り 

鈴の森 
ブラスアンサンブル 

と　き 平成24年1月8日（日）

午前10時30分受付開始

午前11時開式

ところ 町民文化会館（五ヶ所浦）

対象者 平成3年4月2日から

平成4年4月1日までに生まれた方

町内に住民登録されている方には、案内通知

をさせていただきますが、町内に住民登録をさ

れていない方で、成人式への出席をご希望の場

合は、11月25日（金）までにご連絡ください。

後日通知をさせていただきます。

なお、通知の有無にかかわらず、対象となる

方は出席していただけます。

問い合わせ先

教育委員会事務局

教育課（生涯学習係）10596-77-0002

～高山登山としし鍋会～

ふるさと発見と健康づくりハイキング

高山は、町内では龍仙山とならぶ名山で、大

台山系から紀州の三木里や志摩半島を望むこと

ができる標高497ｍの低山です。下山後は地元

で獲れたイノシシを使ったしし鍋を楽しみます。

と　き 11月20日(日)

雨天中止

集　合 午前8時　南島メディカルセンター

建設現場西隣（慥柄浦）

持ち物 山歩きの服装・弁当・飲料など

参加費 500円

申込締切 11月14日（月）まで（当日参加不可）

申込み・問い合わせ先

NPO法人　南勢テクテク会事務局

10599-65-3057

1090-7044-3802

後　援 南伊勢町

南伊勢町観光協会

成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内
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糖尿病教室のお知らせ
町
立
病
院
か
ら

町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は

　
　
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら

町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は

　
　
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら

町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は

　
　
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら 

　
　
こ
ん
に
ち
は 

11月17日（木）
午前11時から（昼食付）

【申込み締切】

11月10日（木）まで

申込み・問い合わせ先

町立南伊勢病院

（管理栄養士）

10599-66-0011

地
域
連
携
室
っ
て
？

地
域
連
携
室
で
は
当
院
の
患
者
さ
ん
に
関
す
る
事
、
他
の
医
療
機

関
と
の
連
絡
と
情
報
交
換
な
ど
を
中
心
に
病
診
連
携
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

な
か
で
も
紹
介
医
療
機
関
へ
の
予
約
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
患
者
さ

ん
の
情
報
を
伝
達
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
る
よ
う
な
流
れ
を
作

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
急
性
期
病
院
か
ら
の
転
院
受
け
入
れ
の
調
整
、
退
院
調
整
な

ど
の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

地
域
連
携
室
は
病
院
、
診
療
棟
２
階
で
す
。

場
所
の
わ
か
ら
な
い
方
は
、
受
付
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

地
域
連
携
室
1
０
５
９
９-

６
６-

２
０
５
０

みなみいせスポーツネットからのお知らせ みなみいせスポーツネットからのお知らせ 

12/3（土）谷川真理さんが南伊勢町にやってくる！！！ 12/3（土）谷川真理さんが南伊勢町にやってくる！！ 12/3（土）谷川真理さんが南伊勢町にやってくる！！ 

◇谷川真理さんのご紹介 

芸名：谷川真理（タニガワ　マリ） 

出身：福岡 

星座：さそり座 

血液型：Ｂ型 

身長：160㎝ 

特技：マラソン・自転車・スイム 

長所：前向き・明るい・元気 

好きな色：黄・オレンジ・ピンク 

　現役マラソン選手で、現在はタレント活動を積極的に行ってい

る谷川真理さんの陸上イベントが開催されます！ 

　市民ランナーから一躍日本女子マラソン界のトップアスリート

へと飛躍していった谷川さんは、東京国際女子マラソン優勝、パ

リ国際女子マラソン優勝、東京マラソン２位など素晴らしい経験

を持ちます。谷川さんに直接会って指導してもらえるチャンスで

す！ぜひこの機会に陸上を通じて谷川真理さんと繋がろう！ 

　問い合わせ先　スポーツネット事務局　10599-66-2440 

　　　　　　　開局日/火・木・土　午前中（9：00～12：00） 

★イベント内容★（内容は状況によって変更する場合があります） 

　◇日程：12月３日（土） 

　【講演会】参加費無料！！ 

　　　場所：南勢中学校体育館 

　　　時間：10：30～ 

　　　演題：『忍耐は苦しいけれどその実は甘い』 

　【ジョギング教室】参加費非会員のみ500円 

　　　場所：南勢中学校グランド 

　　　　　※雨天時　南勢中学校体育館 

　　　時間：13：00～ 
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◇津波地震想定避難訓練
９月１日（木）防災の日に南勢校舎では避難訓練が実施されま

した。雨天のため、避難場所を体育館に変更しての訓練でしたが、
地震発生の放送で生徒は机の下に入って身を守り、避難指示の放
送で一斉に避難しました。体育館で点呼の後、三重県危機管理部
専門員から地震についての講話を聞いた後、地震体験車で、震度
5̃７の揺れを体験しました。

◇後期生徒会役員任命式
９月21日（水）後期生徒会役員立会い演説会が行われ、立候補した６名全員が信任され当選しまし

た。28日（水）には任命式が行われ、学校長から６名へ当選証書が手渡されました。新生徒会長の西
本泰介君（２年生）は「前任の役員の皆さんに負けないよう、頑張ります。」と決意を述べました。

◇南高祭のお知らせ
来る11月18・19日（金・土）、南勢校舎の文化祭が開催されます。南高祭として地域にも親しまれ

てきた行事です。19日は一部公開として、保護者、同窓会役員、インターンシップでお世話になった
事業所の方々、町内中学校の生徒のみなさんや先生方、学校近隣の方々に公開させていただきます。
ステージ発表や展示、模擬店などを計画していますので、ぜひ南高祭にお越しください。

南勢校舎図書館

☆ケーブルテレビ・ホームページにて南勢校舎図書館の活動を
紹介しています。

月 火 水 木 金
１ ２ ３ ４
△ △ × △

７ ８ ９ 10 11
△ × △ △ △
14 15 16 17 18
△ △ △ △ ×
21 22 23 24 25
× △ × △ △
28 29 30
△ △ △

http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm
くわしくは、南勢校舎図書館
（10599-66-0034）まで

11月のたより（November）

★南伊勢高校・図書館開放
講座お知らせ★

日時：11月29日（火）

1５：00～1７：00

場所：南伊勢高校　調理室

内容：カップケーキ作り

費用：50円

※だれでも参加できます。

11月生まれの作家
手塚　治虫（1928.11.3～1989.2.9 )
代表作　鉄腕アトム　火の鳥

ブラックジャック
ジャングル大帝

季節のことば
「秋時雨」（あきしぐれ）…
晩秋から初冬の頃、急にぱら
ぱらと降る短い雨のこと

◇図書館開放日のお知らせ　11月南勢校舎図書館（※開放日カレンダーの△印は9:00～17:00開館です）
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裁
判
員
候
補
者
名
簿
と
は

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

名
簿
へ
の
記
載
通
知
に
つ
い
て

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
今
年

11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）

を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、

来
年
２
月
頃
か
ら
平
成
25
年
２
月

頃
ま
で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お

伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。

※
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的

な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

1
０
５
９-

２
２
６-

４
１
７
２

三
重
県
で
は
今
年
12
月
に
新
事

業
を
考
え
て
い
る
中
小
企
業
の
方

や
起
業
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
公
募

し
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

表
彰
対
象
と
な
っ
た
プ
ラ
ン
は
今

年
度
の
三
重
県
「
オ
ー
ル
三
重
チ

ャ
レ
ン
ジ
助
成
金
」
の
申
請
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

コ
ン
テ
ス
ト
に
先
が
け
て
プ
ラ
ン

作
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
最

寄
り
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

11
月
29
日
（
火
）

９
時
か
ら
17
時
ま
で

と
こ
ろ

伊
勢
商
工
会
議
所
（
伊
勢
会
場
）

※
そ
の
ほ
か
の
会
場
（
県
内
４
か

所
）
の
開
催
日
時
な
ど
、
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費

無
料

定
　
員

25
名

主
　
催

三
重
県

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
重
銀
総
研
（
委
託
先
）

1
０
５
９-

３
５
１-

７
４
１
７

齢
・
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、
県
内

で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

ま
た
三
重
労
働
局
で
は
、
中
小

企
業
の
皆
さ
ま
へ
の
個
別
的
な
支

援
と
し
て
無
料
相
談
窓
口
を
設
け

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

最
低
賃
金
中
小
企
業
伊
勢
相
談

支
援
コ
ー
ナ
ー

（
伊
勢
市
吹
上

伊
勢
志
摩
労
福
協
会
館
３
階
）

1
０
５
９
６-

２
８-

８
２
０
０

ほ
か
県
内
４
か
所

問
い
合
わ
せ
先

三
重
労
働
局
賃
金
室

1
０
５
９-

２
２
６-
２
１
０
８

●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
す
す
め

労
働
時
間
が
健
康
や
生
活
に
配

慮
さ
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
と
る
こ
と

は
重
要
で
す
。
家
庭
や
地
域
に
お

い
て
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

「
働
き
方
改
革
！
み
え
」
の
６

つ
の
提
言

①
職
場
で
の
話
し
合
い
の
場
を
持

ち
ま
し
ょ
う

②
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
を
進

●
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
・
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

〜
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
〜

職
場
で
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
、

解
雇
、
労
働
条
件
引
き
下
げ
な
ど

の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？
三
重
労
働
局
で
は
解

決
・
援
助
の
制
度
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
は
無
料
、
処
理
も

短
期
間
で
す
の
で
お
気
軽
に
最
寄

り
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
窓
口

伊
勢
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
伊
勢
市
船
江

労
働
基
準
監
督
署
内
）

1
０
５
９
６-

２
８-

２
１
６
４

問
い
合
わ
せ
先

三
重
労
働
局
企
画
室

1
０
５
９-

２
２
６-

２
１
１
０

●
三
重
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
７
１
７
円

三
重
県
の
最
低
賃
金
は
10
月
１

日
か
ら
３
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
時

間
額
７
１
７
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
は
、
年

め
ま
し
ょ
う

③
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
促
進

し
ま
し
ょ
う

④
休
日
を
効
果
的
に
活
用
し
ま
し

ょ
う

⑤
育
児
・
介
護
休
業
な
ど
を
取
得

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
し

ょ
う

⑥
家
庭
（
家
族
）
で
過
ご
す
時
間

を
持
ち
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先

三
重
労
働
局
企
画
室

1
０
５
９-

２
２
６-

２
１
１
０

と
　
き

11
月
19
日
（
土
）

10
時
か
ら
16
時
ま
で

11
月
20
日
（
日
）

10
時
か
ら
15
時
ま
で

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内
　
容

伊
勢
度
会
地
区
現
教
職
員
お
よ

び
退
職
職
員
と
そ
の
家
族
の
作
品
、

伊
勢
市
・
度
会
郡
小
中
学
校
児
童

生
徒
の
書
画
作
品
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

三
重
県
退
職
教
職
員
互
助
会

伊
勢
・
度
会
地
区
作
品
係

1
０
５
９
６-

２
８-

８
３
８
７

お
知
ら
せ
広
場

裁
判
員
制
度
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

三
重
県
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

プ
ラ
ン
作
成
講
座

三
重
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

生
き
生
き
楽
し
い

作
品
展
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伊
勢
税
務
署
で
は
、
平
成
23

年
分
所
得
税
の
青
色
決
算
等
説

明
会
・
年
末
調
整
等
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会

▼
と
　
き

11
月
16
日
（
水
）
14
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
地
域

南
伊
勢
町
ほ
か

※
11
月
18
日
（
金
）
14
時
か
ら

阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
志
摩
市
対
象
）

で
も
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
の

日
に
出
席
い
た
だ
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

年
末
調
整
等
説
明
会

▼
と
　
き

11
月
17
日
（
木
）
14
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
い
せ
ト
ピ
ア
）

▼
対
象
地
域

南
伊
勢
町
ほ
か

※
同
日
10
時
か
ら
も
同
所
で
伊

勢
市
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
18
日
（
金
）
10
時
か
ら

阿
児
ア
リ
ー
ナ
（
志
摩
市
対
象
）

で
も
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
の

期
　
間

11
月
14
日
か
ら

11
月
20
日
ま
で

時
　
間

８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

（
土
・
日
曜
日
は
10
時
か
ら
17
時

ま
で
）

相
談
電
話

０
５
７
０-

０
７
０

ゼ

ロ

ナ

ナ

ゼ

ロ-

の

８
１
０

ハ

ー

ト

ラ

イ

ン

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
、
女
性
の
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
電
話

相
談
窓
口
で
す
。
相
談
は
津
地
方

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
が
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
女
性

を
め
ぐ
る
人
権
問
題
で
お
悩
み
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

心
の
病
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

話
し
相
手
が
欲
し
い
方
、
昼
間
お

時
間
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

南
島
地
区

と
　
き

11
月
17
日
（
木
）

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う

２
階
会
議
室

※
南
勢
地
区
は
お
休
み
で
す
。

対
　
象

地
域
に
お
住
ま
い
の

精
神
障
が
い
者
の
方

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
ふ
る
さ
と
会
　

1
０
５
９
６-

２
０-

８
２
０
４

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊

勢
支
部
で
は
、
無
料
の
登
記
相
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
土
地
の

境
界
、
土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
相

続
、
会
社
設
立
な
ど
、
登
記
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

11
月
12
日
（
土
）

13
時
か
ら
16
時
ま
で

と
こ
ろ

町
民
文
化
会
館
　
３
階
和
室

※
予
約
不
要

問
い
合
わ
せ
先

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

伊
勢
支
部

1
０
５
９
９-

４
３-

９
８
０
０

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

心
の
サ
ロ
ン
「
ほ
の
ぼ
の
」

新
県
立
博
物
館
で
は
三
重
の
歴

史
や
文
化
、
く
ら
し
の
移
り
変
わ

り
を
物
語
る
古
い
写
真
を
集
め
て

い
ま
す
。
集
ま
っ
た
写
真
は
三
重

を
伝
え
る
資
料
と
し
て
保
存
し
、

新
県
立
博
物
館
の
展
示
な
ど
で
紹

介
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
24
年
３
月
２
日
ま
で

募
集
す
る
写
真

明
治
時
代
か
ら
昭
和
40
年
代
ま

で
の
間
に
三
重
県
内
で
撮
影
さ
れ

た
も
の
で
、
三
重
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
育
ま
れ
た
く
ら
し
の
様
子

が
わ
か
る
写
真

ご
提
供
に
あ
た
っ
て

■

写
真
は
紙
焼
き
・
フ
ィ
ル
ム
・

デ
ー
タ
の
い
ず
れ
の
形
式
で
も

結
構
で
す
。

■

お
預
か
り
し
た
写
真
は
複
製
を

と
り
返
却
い
た
し
ま
す
。

■

新
県
立
博
物
館
の
活
動
に
の
み

使
用
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

三
重
県
生
活
・
文
化
部

新
博
物
館
整
備
推
進
室

（
三
重
県
立
博
物
館
）

1
０
５
９-

２
２
８-

２
２
８
３

日
時
に
出
席
い
た
だ
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。

▼
注
意
事
項
と
お
願
い

青
色
申
告
決
算
書
等
は
、
確

定
申
告
書
用
紙
等
に
同
封
さ
れ

ま
す
が
、
平
成
22
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
及
び
電
子
申

告
（
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
）
で
作
成
し

提
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
分
の
青
色
申
告
決
算

書
等
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
青
色
申
告
決
算
書
等

が
必
要
な
場
合
は
、
恐
れ
入
り

ま
す
が
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
出
力
し
て
い
た
だ
く
か
、

税
務
署
の
窓
口
、
ま
た
は
説
明

会
当
日
に
会
場
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
平
成
23
年
分
確
定

申
告
も
、
ぜ
ひ
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
伊
勢
税
務
署

個
人
課
税
部
門
（
1
０
５
９

６
‐
２
８
‐
３
１
９
１
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会
・
年
末

調
整
等
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

三
重
の
く
ら
し
の

古
写
真
を
集
め
て
い
ま
す

無
料
登
記
相
談
会



(16)

広報

南
伊
勢
町
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月
７
日
、
河
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
南
伊
勢
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
30
名
の
選

手
が
晴
天
の
中
、
軽
快
な
打
球
音

を
響
か
せ
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
南
伊
勢
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
町
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
各
地
区
の
老
人
会

を
中
心
と
し
た
６
チ
ー
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、

町
長
杯
を
争
奪
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優
勝
　
方
座
チ
ー
ム

２
位
　
河
内
チ
ー
ム

３
位
　
伊
勢
地
チ
ー
ム

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
南
勢
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
27
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
南
伊
勢
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

南
勢
支
部
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
２

０
名
の
参
加
者
が
さ
わ
や
か
な
秋

空
の
も
と
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
続

出
し
、
参
加
者
全
員
の
合
計
で
延

べ
31
回
を
数
え
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
（
敬
称
略
）】

優
勝
　
徳
田

と

く

だ

悟
さ
と
る

（
神
津
佐
）

２
位
　
東

ひ
が
し

隆
彦

た
か
ひ
こ

（
内
瀬
）

３
位
　
大
江

お

お

え

繁
市

し
げ
い
ち

（
始
神
）

４
位
　
宮
本

み
や
も
と

忠
義

た
だ
よ
し

（
内
瀬
）

５
位
　
伊
藤

い

と

う

三
次

さ

ん

じ

（
礫
浦
）

祝
！
１
０
０
歳

９
月
28
日
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
を
小
山
町
長
が

訪
問
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
る
と
と
も
に
、
家
族
や
親
せ
き
の
方

が
見
守
る
中
、
町
か
ら
の
祝
い
状
や
記
念
品
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
の
祝
い
状
や
記
念
の
銀
杯
を
手
渡
し
ま
し
た
。

町
長
が
「
お
元
気
で
な
に
よ
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大
事
に

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
語
り
か
け
長
寿
を
祝
う
と
、
１
０
０
歳
を
迎
え
た

方
々
は
元
気
な
笑
顔
で
町
長
と
歓
談
し
、
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

南
伊
勢
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
10
名
で
、
最
高
齢
の
方
は
１

０
４
歳
で
す
。（
10
月
１
日
現
在
）

戦
没
者
追
悼
式

９
月
23
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
な
ん
と
う
で
遺
族
会
主
催
の
南

伊
勢
町
戦
没
者
追
悼
式
が
し
め
や

か
に
行
わ
れ
、
遺
族
の
方
々
や
関

係
者
な
ど
多
く
の
方
が
参
列
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
参
列
者
全
員
に
よ
り

黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
る
と
、
各
代

表
者
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
恒
久
平
和
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
列
者
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
胸
に
献
花
を
行
い
、
戦

没
者
の
霊
を
慰
め
、
そ
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

川村とみゑ さん（五ヶ所浦）

小島平太郎 さん（神前浦）
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平成23年11月

●
定
　
員

先
着
30
名

●
と
　
き

11
月
12
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う

●
講
　
師

子
ど
も
の
本
専
門
店

「
こ
ぴ
す
く
ら
ぶ
」

店
主
　
茅
谷
千
恵
子
さ
ん

●
申
込
方
法

参
加
者
の
お
名
前
・
連
絡
先
・

参
加
希
望
セ
ミ
ナ
ー
を
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
話
・
Ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
に
て

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
締
切

11
月
４
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
・
文
化
財
保
護
室
　

1

：

０
５
９-

２
２
４-

３
３
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
５
９-

２
２
４-

３
０
２
２

E
-m
a
il：
sha
b
un@

pre
f.m
ie
.jp

●
主
　
催

三
重
県
教
育
委
員
会

南
伊
勢
町
教
育
委
員
会

三
重
県
立
図
書
館

南
伊
勢
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
12
日
、
南
伊
勢
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
の
大
会
が

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

参
加
者
ら
は
個
人
戦
で
８
ホ
ー
ル

を
３
ラ
ウ
ン
ド
し
、
合
計
打
数
で

順
位
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
は
協
会
の
役
員
や
地
区
の

世
話
役
を
中
心
に
運
営
が
行
わ
れ
、

１
４
５
名
の
参
加
者
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
競
技
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

【
大
会
結
果
（
敬
称
略
）】

優
勝
　
南

み
な
み

弘
次

こ

う

じ

（
河
内
）

２
位
　
片
出

か

た

で

三
茂

み
つ
し
げ

（
礫
浦
）

３
位
　
泉

い
ず
み

紀
子

の

り

こ

（
五
ヶ
所
浦

）

４
位
　
青
木

あ

お

き

安
　

や
す
わ
か

（
礫
浦
）

５
位
　
山
本

や
ま
も
と

重
明

し
げ
あ
き

（
村
山
）

野
口
雨
情
と
南
伊
勢

南
伊
勢
町
に
縁
の
あ
る
童
謡
作

家
「
野
口
雨
情
」
を
通
じ
て
、
ふ

る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
イ

ベ
ン
ト
『
野
口
雨
情
と
南
伊
勢
』

が
、
町
民
有
志
で
作
る
「
野
口
雨

情
と
南
伊
勢
実
行
委
員
会
」
の
主

催
に
よ
り
、
10
月
16
日
、
町
民
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
南

勢
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

で
幕
を
開
け
る
と
、
町
内
外
で
活

動
す
る
コ
ー
ラ
ス
や
演
劇
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
出
演
し
、
雨
情
が
作
詞

し
た
曲
に
合
わ
せ
、
歌
や
踊
り
、

劇
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

来
場
者
ら
は
雨
情
が
南
伊
勢
町

に
訪
れ
た
情
景
を
思
い
な
が
ら
、

文
化
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
万
国
旗
で

被
災
地
の
学
校
へ
エ
ー
ル
！

10
月
11
日
、
五
ヶ
所
小
学
校

５
・
６
年
生
の
児
童
66
名
が
万
国

旗
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
ん
で

被
災
地
の
小
学
校
へ
送
り
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
は
、
み
え
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か

け
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
害
を

受
け
、
運
動
会
の
備
品
な
ど
も
不

足
し
て
い
る
岩
手
県
山
田
町
立
船

越
小
学
校
へ
、
同
じ
『
船
越
』
の

地
名
を
持
つ
五
ヶ
所
小
学
校
と
志

摩
市
立
船
越
小
学
校
が
励
ま
し
の

言
葉
を
送
っ
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
「
支
え
合
お
う
」

「
助
け
合
お
う
」
と
い
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
真
剣
な
表
情
で
書
き
込

ん
で
い
ま
し
た
。

「
読
み
聞
か
せ
講
習
会
」

〜
お
話
の
お
も
し
ろ
さ
・

読
書
の
楽
し
さ
伝
え
た
い
〜

読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
が
お

話
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
、
楽

し
く
読
書
を
す
る
こ
と
の
第
一
歩

で
す
。
子
ど
も
が
読
書
を
好
き
に

な
る
原
点
は
、
楽
し
さ
で
す
。
こ

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
読
み
手
に
な

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
読
み
聞
か
せ
の
意
義
な

ど
の
講
話
と
共
に
、
実
際
の
読
み

方
の
講
習
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
　
象

教
育
関
係
者
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、

保
護
者
な
ど
の
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
に
携
わ
る
方
や
読
書
に
関

心
の
あ
る
方

第
３
回

子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
セ
ミ
ナ
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CALENDAR 
2011

11

日 

 

6 

13 

20 

27

月 

 

7 

14 

21 

28

火 

1 

8 

15 

22 

29

水 

2 

9 

16 

23 

30

木 

3 

10 

17 

24

金 

4 

11 

18 

25

土 

5 

12 

19 

26

乳幼児健康相談 

1歳6か月・ 

3歳6か月児健診 
10日（木）

 

 

24日（木） 

29日（火） 

12：30～13：00 
 

10：00～11：30 

09：30～11：30

ふれあいセンターなんとう 
 

ふれあいセンターなんとう 

役場南勢庁舎 

1歳6か月児対象：平成22年3月1日～平成22年4月30日生まれ 

3歳6か月児対象：平成20年3月1日～平成20年4月30日生まれ 

乳幼児 

乳幼児関係 

事　業 11月 受付時間 実施場所 対象者 

こころの健康相談 

日曜がん検診 
（肺がん・ 
子宮頸がん・ 
乳がん） 

成人健康相談 
成人健康相談をご希望の方は、福祉課健康増進係 

（0599-66-1114）までご予約をお願いします。 

20歳以上（平成4年3月31日以前の生まれ）の方 
【乳がん検診】 
※39歳以下の方　エコー（超音波検査） 
※40歳以上の方　マンモグラフィー（レントゲン） 

※予約制となっていますので、伊勢保健福祉事務所 

　地域保健課（0596-27-5148）までお電話ください。 

成人関係 

事　業 11月 受付時間 実施場所 備　考 

依存症問題 

家族教室 
18日（金） 三重県津庁舎 

ご希望の方は三重県こころの健康センター 

（059-223-5243）までお申し込みください。 

依存症問題等で 

悩んでいるご家族 

わかちあい 

の会 
26日（土） 三重県津庁舎 

ご希望の方は三重県こころの健康センター 

（059-253-7821）までお申し込みください。 

ご家族を自死で 

亡くされた方 

精神事業関係 

事　業 11月 対象者 実施場所 備　考 

24日（木） 

29日（火） 

 
24日（木） 

13日（日） 

13：00～14：00 

13：00～14：00

9：00～11：00

13：00～14：30

13：00～15：00

ふれあいセンターなんとう 

役場南勢庁舎 

伊勢庁舎（ヘルスサポート室） 

役場南勢庁舎 

※健診日程が、17日(木）から10日(木)に変更となりました。生活カレンダーでは17日(木)になっていますのでご注意ください。

※子宮頸がん、乳がん検診は事前申し込みが必要になります。 

福祉課事業

問い合わせ先 福祉課（健康増進係）10599-66-1114

▼とき・ところ
11月10日（木）受付：10時～10時45分

ふれあいセンターなんとう
11月24日（木）受付：10時～10時45分

町民文化会館
お知らせハガキに指定された場所で更新の手続きをお願いします。

運転免許証更新のお知らせ

①お知らせハガキ　②運転免許証

③手数料　　　　　④写真（3cm×2.4cm）

◆更新手続きに必要なもの◆

●くわしくは　伊勢警察署（10596-20-0110）
環　境　課（10599-66-1154）

救急医療情報センターによる電話案内は、県

内15か所の各消防本部で対応していましたが、

10月1日からは県内１か所に集約し、「三重県救

急医療情報センター　コールセンター」が対応

します。なお、電話番号はこれまでと同じです。

南勢地区 10599－43－1199

南島地区 10598－82－1199

福祉課（健康増進係）

10599-66-1114

休日・夜間等の医療機関のご案内
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子育て支援事業
問い合わせ先 1 0596-72-1014 (子育て支援センター)

1 0599-66-0015 (南勢サロン)

事 　業 11月 時　間 実施場所 

7日（月） 

9日（水） 

15日（火） 

13日（日） 

18日（金） 

25日（金） 

1日（火） 

2日（水） 

2日（水） 

22日（火） 

17日（木） 

18日（金） 

10：30～11：30 

10：30～12：00 

10：00～11：00 

10：00～15：00 

10：00～11：30 

10：00～11：30 

10：30～11：00 

 

10：30～11：30 

 

10：00～12：00

子育て支援センター 

ないぜしぜん村 

神原園 

町民文化会館 

宿浦シルバーセンター 

南勢サロン 

南勢サロン 

子育て支援センター 

子育て支援センター 

ふれあいセンターなんとう 

町民文化会館 

ふれあいセンターなんとう 

子育て講座(なおちゃん劇場)  

親子ふれあい広場(みかん狩り)  

出前広場(園庭開放)  

福祉大会(マラカス作り)  

出前広場(宿田曽地区)  

親子ふれあい広場（楽しく遊ぼう！誕生会） 

絵本の読み聞かせ会 

わいわいくらぶ（離乳食教室） 

いっしょに作ろう 

いっしょに遊ぼう1・2・3

ドルフィン 

クラブ 

 

戸籍の窓  

うぶごえ

小西　爽楽
そ ら

（豊） 小方竈

磯崎　夢珠
ゆ ず

（晃希）古和浦

阿部　有杏
ゆ あ

（祐也）小方竈

城者　大智
だ い ち

（一隆）五ヶ所浦

おくやみ

塩　　柳平　（92）村山

（8月届出分）

東　　生　　（84）押渕

すみ　（98）内瀬

片出　和夫　（85）礫浦

瀬川　　子　（79）礫浦

山本　つなゑ（97）東宮

坂本　輝行　（76）村山

池村　正子　（91）田曽浦

濱地　辰一　（69）神前浦

辻　　てるの（100）奈屋浦

山本　範雄　（85）宿浦

田中　　子　（91）東宮

西岡　たみ　（80）古和浦

山下　すゑ　（99）道行竈

山本　さき子（89）奈屋浦

井駒　　子　（78）阿曽浦

島田　ヤスエ（95）阿曽浦

小山　龍　　（70）神前浦

山本　久　　（75）相賀浦

山本　智惠子（81）東宮

山本　千代　（93）内瀬

（掲載の同意を得た方）

（９月届出分／敬称略）

◆ 掲載を希望される方は、届出時に
窓口でお申し出ください。
また、町外へ届出され、掲載を希

望される方もご連絡ください。
（行政経営課10599-66-1366）

消費生活相談
問い合わせ先　観光商工課（商工労働係）1 0599-66-1501

相談日 時　間 場　　所 

役場　南島庁舎 

役場　南勢庁舎 

10：00～12：00  

14：00～16：00 

※上記時間内であれば、電話での相談も受付けます。 

16日（水） 

商品購入やサービスの利用など
のトラブルや困ったこと、知り
たいことなどお気軽にご相談く
ださい。（秘密厳守） 

09日（水） 
役場や支援センターに来る 

ことができない高齢者の方 
穂原地区 

事　業 11月 実施地区 対象者 

障がい者（児） 

巡回相談 

高齢者巡回相談 

10日（木） 

24日（木） 
10：00～16：00

役場　南勢庁舎 

役場　南島庁舎 

事　業 11月 時　間 実施場所 

予約先　南伊勢町地域包括支援センター（社協内）1 0599-66-1211
巡回相談（無料・要予約）

予約先　三重済美学院「ブレス」1 0596-20-6525 ／福祉課 1 0599-66-1114

ご利用ください　窓口業務の時間延長
毎週月曜日　17：15～19：00

11月（7日・14日・21日・28日）

※窓口に来られた方の本人確認のため、ご本人であることを

確認できる書類（運転免許証、健康保険証など）の提示をお

願いしていますので、お忘れなくお持ちください。

課名 業務

南勢庁舎　住民課

南勢庁舎　税務課 ◇ 証明書の交付に関する業務

南島庁舎　総合窓口
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今月はピーマンのちりめんじゃこ炒めをご紹介します。ピーマンに含まれるビタミンＣの量は緑色が濃いほど多く
て、加熱してもあまり損失しないのが特徴です。また、冬場に採れるピーマンの方が、ビタミンＣは多くなります。

・ ピーマン １２個
・ ちりめんじゃこ ４０ｇ
・ 酒 大さじ２
・ みりん 大さじ３
・ 薄口しょうゆ 小さじ２
・ 塩 少々
・ 水 大さじ４

・ サラダ油 適量

Ａ{

材　料　４人分

作り方

①　ピーマンはヘタと種を取り、縦に４等分に切る。
②　フライパンにサラダ油大さじ２を熱し、ピーマンの皮側を下にして入れ、中火で炒める。薄皮がは
じけたら、ちりめんじゃこを加え、全体を軽く炒める。

③　Ａを加えて弱火にし、ふたをする。途中で２～３度上下を返すようにかき混ぜ、全体がしんなりす
るまで約６分間蒸らす。水分がなくなったら少量の水を加える。

④　火から下ろし、器に盛る。

食生活改善推進協議会は、各地区で「食」を通した健康づくりを広める活動をしています。
その一環として、皆さまの健康を考えるレシピを紹介させていただきます。

いきいき健康レシピ いきいき健康レシピ 
南伊勢町食生活改善推進協議会

◆ ピーマンの
ちりめんじゃこ炒め ◆

毎月、ふれあいセンターなんとうと町民文化会館で健康レシピの教室を開催しています。ぜひ、ご参加ください。

くわしくは、福祉課（10599-66-1114）まで

南伊勢ブランド認定商品
紹介コーナー

マンボウは漁師や一部の地元住民は食べ

ていましたが、鮮度劣化が激しく地域外に

はほとんど流通していませんでした。干物

にしたこの商品はホルモンのような食感で

あり、賞味期限が延びた事により、町外に

も流通するようになりました。

マンボウのひもの商品名

澤山
さわやま

莉子
り こ

ちゃん（平成19年7月生まれ）

夏音
な つ ね

ちゃん（平成22年7月生まれ）

はじめまして。恥ずかしがりやの莉子と、お姉ち

ゃんのまねっこ大好き夏音です。食いしん坊の夏音

だから、お姉ちゃんの食べてる物を何でも欲しがる

んだよ・・・。でもやさしいお姉ちゃんだからいつ

も半分こしてくれるよ！！

神津佐（ご両親は、宗弘さん・真由香さん）

一人あたり129キロカロリー


